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社
会
保
険
労
務
士
と
い
う

仕
事
柄
、
顧
問
先
の
従
業
員

が
病
気
な
ど
を
理
由
に
退
職

し
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と
が

あ
る
。
特
に
う
つ
病
や
が
ん

な
ど
、
長
期
の
療
養
が
必
要

な
病
気
の
場
合
は
、
退
職
後

の
生
活
は
大
丈
夫
だ
ろ
う

か
、
と
心
配
に
な
る
こ
と
も

多
い
。

　
私
た
ち
は
、
「
就
業
不

能
」
と
い
う
、
社
会
人
の
誰

も
が
陥
る
可
能
性
が
あ
る
リ

ス
ク
に
備
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
健
康
保
険
の

傷
病
手
当
金
や
公
的
年
金
か

ら
の
障
害
年
金
、
介
護
保
険

か
ら
の
給
付
も
あ
る
が
、
全

て
の
人
が
受
け
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
期
間
や
金
額
が

限
定
的
だ
っ
た
り
す
る
。
就

業
不
能
リ
ス
ク

に
備
え
る
保
険

は
社
会
的
な
意

義
も
大
き
い
は

ず
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
浸
透
に

は
程
遠
い
の
が
現
状
で
あ

る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
出
版
さ

れ
た
の
が
本
書
だ
。

　
前
半
部
分
は
生
保
の
就
業

不
能
保
険
に
つ
い
て
、
後
半

は
損
保
の
Ｇ
Ｌ
Ｔ
Ｄ
（
団
体

長
期
障
害
所
得
補
償
保
険
）

に
つ
い
て
解
説
さ
れ
て
お

り
、
就
業
不
能
リ
ス
ク
に
備

え
る
保
険
と
い
う
社
会
性
の

高
い
商
品
を
社
会
に
広
め
る

こ
と
を
目
的
に
書
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
市
場
が
拡
大

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
商
品
な
の
で
、
保
険
商
品

を
取
り
扱
う
全
て
の
人
に
ぜ

ひ
本
書
を
参
考
に
し
て
も
ら

い
た
い
。

　
第
一
章
で
は
、
就
業
不
能

保
険
の
歴
史
と
各
社
の
商
品

の
簡
単
な
紹
介
が
さ
れ
て
い

る
。

　
第
二
章
で
は
、
就
業
不
能

保
険
の
給
付
条
件
に
お
け
る

課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
。
生
保
の
就
業
不
能
保
険

は
、
こ
こ
数
年
で
各
社
か
ら

次
々
と
発
売
さ
れ
て
い
る

が
、
仕
組
み
や
給
付
条
件
が

大
き
く
異
な
る
た
め
一
律
で

理
解
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

一
般
消
費
者
に
も
分
か
り
に

く
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
就
業
不
能
保
険
の
給
付
条

件
は
公
的
保
険
の
給
付
制
度

と
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る

の
で
、
顧
客
に
提
案
す
る
に

し
て
も
公
的
保
険
の
仕
組
み

を
あ
る
程
度
理
解
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

公
的
保
険
の
仕
組
み
な
ど
は

と
て
も
複
雑
で
、
保
険
と
関

連
付
け
た
理
解
が
不
十
分
な

た
め
に
、
顧
客
に
提
案
す
る

の
も
躊
躇
（
ち
ゅ
う
ち
ょ
）

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
第
三
章
で
は
、
就
業
不
能

保
険
と
関
連
す
る
公
的
保
険

制
度
に
関
し
て
ま
と
め
て
あ

り
、
公
的
保
険
の
知
識
が
少

な
い
営
業
担
当
者
で
も
顧
客

に
対
し
て
あ
る
程
度
の
説
明

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

　
第
四
章
で
は
、
就
業
不
能

保
険
の
分
類
と
分
析
を
し
て

い
る
。
仕
組
み
に
よ
る
分

類
、
給
付
条
件
に
よ
る
分

類
、
精
神
疾
患
の
保
障
に
よ

る
分
類
が
さ
れ
て
お
り
、
商

品
ご
と
の
比
較
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１

８
年
１
月
現
在
の
就
業
不
能

保
険
商
品
の
詳
細
一
覧
表
も

付
い
て
い
る
の
で
、
顧
客
の

要
望
に
合
わ
せ
て
商
品
提
案

す
る
の
に
参
考
に
な
る
だ
ろ

う
。

　
第
五
章
で
は
、
昨
今
、
社

会
問
題
化
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ソ
ン
の
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
精
神
疾
患
に
つ
い
て
取

り
上
げ
て
い
る
。
精
神
疾
患

に
よ
る
労
災
請
求
が
増
加
傾

向
に
も
あ
り
、
国
も
企
業
に

従
業
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
実
施
を
義
務
付
け
る
な
ど

（
従
業
員
50
人
以
上
の
事
業

場
の
み
）
、
対
策
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　
精
神
疾
患
リ
ス
ク
へ
の
保

障
が
付
帯
さ
れ
て
い
る
個
人

型
の
就
業
不
能
保
険
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ

不
十
分
な
状
況
で
あ
る
。
精

神
疾
患
に
よ
る
就
業
不
能
に

十
分
対
応
で
き
る
の
は
第
六

章
以
降
に
解
説

さ
れ
て
い
る
Ｇ

Ｌ
Ｔ
Ｄ
（
団
体

長
期
障
害
所
得

補
償
保
険
）
と
な
る
。

　
第
六
章
と
第
七
章
で
は
、

Ｇ
Ｌ
Ｔ
Ｄ
の
概
要
や
設
計
時

の
ポ
イ
ン
ト
、
契
約
プ
ラ
ン

の
分
布
に
つ
い
て
解
説
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
Ｇ
Ｌ
Ｔ

Ｄ
を
前
向
き
に
取
り
扱
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
は
こ
こ

を
参
考
に
す
る
と
よ
い
だ
ろ

う
。

　
個
人
型
の
就
業
不
能
保
険

と
は
異
な
り
、
Ｇ
Ｌ
Ｔ
Ｄ
は

企
業
が
従
業
員
の
福
利
厚
生

と
し
て
加
入
す
る
こ
と
に
な

る
。
企
業
の
福
利
厚
生
制
度

に
保
険
を
活
用
す
る
こ
と
は

ご
く
一
般
的
な
こ
と
だ
。
例

え
ば
弔
慰
金
と
し
て
の
団
体

福
祉
定
期
保
険
や
退
職
金
・

年
金
制
度
と
し
て
の
生
命
保

険
、
医
療
保
険
や
が
ん
保
険

へ
の
団
体
加
入
な
ど
で
あ

る
。
従
来
あ
る
保
険
を
活
用

し
た
福
利
厚
生
制
度
に
つ
い

て
は
、
企
業
経
営
者
は
す
で

に
聞
き
飽
き
て
い
る
話
か
も

し
れ
な
い
が
、
Ｇ
Ｌ
Ｔ
Ｄ
に

つ
い
て
は
、
そ
の
存
在
す
ら

知
ら
な
い
経
営
者
も
多
い
だ

ろ
う
。
法
人
営
業
の
新
た
な

切
り
口
と
し
て
期
待
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

　
第
八
章
と
第
九
章
で
は
、

Ｇ
Ｌ
Ｔ
Ｄ
の
企
業
へ
の
導
入

事
例
と
、
福
利
厚
生
と
し
て

企
業
が
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

損
保
の
営
業
担
当
者
な
ど
が

企
業
に
提
案
す
る
の
に
参
考

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
本
書
は
、
保
険
の
プ
ロ
向

け
の
書
籍
だ
が
、
内
容
は
分

か
り
や
す
く
、
保
険
商
品
の

知
識
だ
け
で
な
く
、
公
的
保

険
な
ど
の
周
辺
知
識
も
含
め

て
網
羅
的
に
理
解
す
る
の
に

は
十
分
な
一
冊
と
な
っ
て
い

る
。

　（
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国
土
交
通
省
発
表
の
月

例
経
済
に
よ
る
と
、
２
０

１
８
年
３
月
に
出
国
し
た

日
本
人
数
は
、
前
年
同
月

比
３
・
５
％
増
の
１
８
０

万
７
１
０
０
人
で
、
２
カ

月
ぶ
り
に
増
加
し
た
。

　
訪
日
外
客
数
は
、
前
年

同
月
比
で
18
・
２
％
増
加

し
、
２
６
０
万
７
９
０
０

人
。
62
カ
月
連
続
で
前
年

を
上
回
り
、
長
期
の
増
加

傾
向
が
続
い
て
い
る
。
主

要
方
面
別
で
は
、
韓
国
が

同
26
・
８
％
増
の
61
万
９

２
０
０
人
、
台
湾
が
同
14

・
０
％
増
の
38
万
７
３
０

０
人
、
中
国
が
同
16
・
９

％
増
の
59
万
４
９
０
０
人

だ
っ
た
。
宿
泊
施
設
の
外

国
人
割
合
に
つ
い
て
は
、

宿
泊
施
設
に
お
け
る
延
べ

宿
泊
者
数
４
２
７
９
万
人

の
う
ち
、
外
国
人
数
は
７

０
３
万
人
で
、
外
国
人
シ

ェ
ア
は
16
・
４
％
だ
っ

た
。

　
３
月
の
自
動
車
新
車
登

録
台
数
は
、
前
年
同
月
比

で
４
・
９
％
減
少
し
、
44

万
２
０
７
台
。
こ
の
う

ち
、
貨
物
車
は
同
４
・
６

％
減
の
４
万
８
９
４
２
台

で
、
７
カ
月
連
続
で
減
少

し
た
。
旅
客
車
は
同
４
・

８
％
減
の
38
万
８
０
９
台

で
、
３
カ
月
連
続
の
減

少
。
軽
自
動
車
の
新
車
販

売
台
数
は
、
同
０
・
７
％

減
の
22
万
９
１
９
３
台

で
、
先
月
の
増
加
か
ら
再

び
減
少
に
転
じ
た
。

　
自
動
車
保
有
車
両
数

（
登
録
自
動
車
・
小
型
二

輪
自
動
車
・
軽
自
動
車
の

合
計
月
末
台
数
、
18
年
２

月
）
は
、
前
年
同
月
比
で

０
・
39
％
増
加
し
、
８
２

０
２
万
２
８
７
２
台
。
78

カ
月
連
続
の
増
加
と
な
っ

た
。

　
３
月
の
高
速
道
路
通
行

台
数
は
、
前
年
同
月
比
０

・
３
％
増
の
１
億
６
２
３

６
万
台
。
こ
の
う
ち
、
東

名
高
速
道
路
の
通
行
台
数

は
、
同
０
・
６
％
減
の
１

３
３
１
万
台
だ
っ
た
。

訪
日
外
客
数
は
62
カ
月
連
続
増

国
土
交
通
月
例
経
済   
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１
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０
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増

『
就
業
不
能
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ク
と
Ｇ
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Ｔ
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団
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障
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―
労
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不
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時
代
の
福
利
厚
生
プ
ラ
ン
―
』
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